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そこで第2に、“ニッポンはひとつ”“がんばろうニッポン”の連呼と、原発事故の危機的事態～「計画」停電の時期的符合に話を移しましょう。
震災直後かなり早い段階から、多くの人々によって、“地震・津波は天災でも、原発は人災”と口々に語られてきました。“天災”に加えて、その“人災”が、日に日に最悪の様相を呈しつつあったのがこの時期でした。しかも当時発表されていたよりも、事態はずっと悪いものだった。そして驚くべきことに、ていうか恐るべきことに、多くの人々が、合理的にも非合理的にも、そのことを当時とっくに察知してしまっていたのです。察知はしているものの、ただ、その確実な証拠を誰もつかむことができない。この宙吊りの不安！　その不安があの頃は至る所に蠢いて、本当に大変でしたね。自然堂の界隈でも、疎開・転居・海外移住…などなどをめぐって、軋轢・葛藤・論争その他さまざまな波紋がありました。その濁流の中で心身の調子を崩し、今なお復活しきれずにいる方もあります。でもいっそう恐るべきことは、その宙吊り構造は今も何ら基本的に変わっておらず、かえってますます見えにくくなって潜行していることではないでしょうか。
なぜ誰も確たる証拠をつかめないのか。いうまでもなく情報が隠され、あるいは操作されているからです。当時（も今も）、東電・政府～マスコミ等から伝えられた情報は、過大にも（チェルノブイリ型の爆発の可能性など）・過小にも（原子炉内外の状況や放射線量等のデータなど）信頼性に欠けるものばかり。これら両極端の煙幕に巧みに守られながら、実際にはすでにこのとき福島第1原発の3機ともがメルトダウンしていたことが、震災から2ヶ月も経ってから、しぶしぶ「認定」される体たらくです。はじめから知っていて、隠していたのだろう？　といわれても無理のない話です。

ではなぜ、正しい情報さえもがきちんと一般に公開されないのか。「国民の不安を煽るようなことになってはいけないから」というのが、ほとんどお決まりの答えです。まるでデマへの対応みたいじゃないですか。正しい情報もデマ情報も扱いが変わらない。そう、いま僕らは、どんなに科学が進歩しようが（あるいはそれゆえに？）、真の情報もニセの情報も機能的には区別を失ない、同じものとして流通する世界の中に引き入れられています。内容が正しかろうがデマであろうが、その情報が「国民の不安を煽る」（と想定される）かどうか、社会秩序を乱す（と想定される）かどうかだけが重要であり、そうしたパニックを引き起こさない（と想定される）情報こそが、今や唯一「正しい」情報というわけです。
なんと国民思いの指導者たちでしょう！　“大本営発表”だと揶揄する声も盛んでしたが、たぶん根はもっと深くて、そこに流れるのは、もともと『論語』に由来し、江戸幕府で大幅に採用され、明治天皇制でかえって増幅され、戦時体制をへて戦後システムにも継承され、日本的ネオリベを補完する新保守主義にまで一貫した、あの“由らしむべし、知らしむべからず“の儒教的パターナリズムではないでしょうか。何が「正しい」ことか、何が「正しくない」ことか、何が知るべきことか、何が知らなくてよいことか、1人１人が判断するのではなく、”お上“が決めてくれるんです。見るも麗しい＜公助＞です。そうと決まったら、あとはそれに従って、“ニッポンはひとつ”“がんばろうニッポン”で行くのが一番「正しい」んです。すると俄然みんな元気になります。何のために団結してるのか忘れるぐらいに元気になります。まるでこれこそが＜共助＞のような気さえしてきます。あの時期にこのスローガンが出てきたのも当然だったのでしょう。

ただ、どうしても１つ気がかりが消えません。僕ら「国民」は、本当のことを知らされると、本当にそんなに不安に陥って、パニックしてしまうものなのでしょうか。むしろ中途半端にしか知らされない方が、宙吊りの不安でパニックも起こしやすくなるのではないでしょうか。さらにはむしろ、知らせまいとしている側の方が、勝手な想像を逞しくして、よっぽどパニックしていることはないでしょうか。
ここで、アメリカの災害社会学でいう「エリートパニック」のことを思い出します。それによると、災害の際には“普通の人々“がパニックになるのではなくて、むしろエリートの方が、社会秩序の混乱（と想定されるもの）を自分たちの正統性に対する挑戦として恐れ、パニックに駆られて、いっそう権力的な行動に出てしまうのです（再び関東大震災の官憲テロを思い出します）。つまり、普通の人々がパニックを起こすのではないか、と想像してエリートがパニックを起こし、そのエリートのパニック行動によって、普通の人々もパニックを起こしかねないというのが、むしろ実態に近い。ただ恐らく、エリートのパニックの方が、（権力をもつ分だけ）より「理性的」な相貌をまとうので、パニックとして見分けがたいということはあるでしょう。

たとえば最近でも、６月11日の脱原発全国行動のデモを、石原伸晃・自民党幹事長が、「あれだけ大きな事故があったので、集団ヒステリー状態になるのは心情としては分かる」とか言って、自分は理性的なつもりになっていますよね（読売新聞ほか6月15日付）。では石原氏にお伺いします。石原氏もその中心にいた、菅内閣不信任案をめぐる一連の騒動は、あれは政界の与野党挙げての一大集団ヒステリーではなかったのかと（ちなみに僕は、断るまでもなく、菅氏の支持者ではありません）。
まあ仮に、脱原発デモが集団ヒステリーだったとしても、それでも政界の集団ヒステリーに比べたら、脱原発デモの方が、一見「ヒステリック」なようでいて、実はずっと理性的だったように思います。なぜなら、“原発は恐い”“恐いものは恐いと言っていいんだ”と、自らのホンネを衒いなく表明していたからです。それに比べて政界の集団ヒステリーは、何がホンネなのか、ついぞ表明しえない。隠すことしかできない。隠しているのを自分でちゃんとわかってるのかすら怪しい。だから一見「理性的」なようでいて、その分ずっとヒステリックでした。さまざまな政治的利害の思惑の、さらにその根底のところで、本当のところ何を恐れていたのでしょうか。恐いものは恐いと、みんなの前で言っていいのですよ。どうぞ言ってください。
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残念ながらわがニッポンでは、こんな「理性」がいつも、さまざまな重要な事柄の、何が「正しい」情報なのかを決定してきました。それに外れると判断された情報は、たとえ（科学的に！）正しいものであっても、隠蔽され黙殺され、「デマ」として排除され抑圧される。
諸外国のメディアは、日本のマスコミよりずっと的を射た報道をしても、しばしば「行過ぎた過剰な報道」として、日本政府（外務省）から訂正を求められねばなりませんでした。もちろん「明らかな事実誤認」もあり、「原発事故で作業員が5人死亡」といった記事が次々と転電されるなどは、訂正されて当然ですが、他方では、オハイオ州のタブロイド紙の例のように、「ヒロシマ」「ナガサキ」「フクシマ」とキノコ雲が3つ並んだ漫画を掲載しただけで、在デトロイト日本総領事館から「事故と原爆を同一に扱うのは不適切」と抗議され、謝罪のうえ、ネット上に掲載された漫画も削除する、「過剰報道狩り」もみられました（朝日新聞４月８日付）。
それでいて、福島第１原発3号機がプルサーマル稼動でプルトニウムを所有するという基本的な事実さえ、海外では震災後1週間以内までに、欧米から中国・韓国に至る多くのメディアで伝えられる周知の事実だったのに、当のわがニッポン国内では、専門家や反対運動界隈以外ではほとんど知られておらず、3月29日に3号機敷地内の土壌からプルトニウム検出が明るみに出てはじめて、慌てて少し、その時だけ、報道されるのです。

ましてネット空間への当局の猜疑心は格別で、早くも震災当日にデマ取締りの方針を決定した警察庁は、3月17日には、各都道府県警に、ネット上のデマと判断した書き込みは事業者に削除を要請するよう指示、表現内容にまで警察が直接踏み込むという前代未聞の対応を見せました。折しもその日、ツイッターに宮城選出の参院議員（自民党）・熊谷大氏が、「ガソリン抜き取りや火事場泥棒が報告されている。こういう時だからこそ助けあおう」と書き込み、それを誰かがネットに転載した、こんなものまで「デマ」と判断されて、警視庁の要請で削除されてしまいました（朝日新聞5月2日付）。
一体これは正しくない情報なのでしょうか？　ちなみに、3月30日の衆院法務委員会で警察庁生活安全局長は、「ガソリン抜き取りや侵入窃盗が相当数発生している」と答弁しています（同紙）。すると問題は何？　……「正しい」か「正しくない」かは当局が決める。また、「正しい」としても、それを「誰が」言ってもいいかも当局が決める。要はそういうことでしょうか。でもこれでは、事態は＜災害ナショナリズム＞どころか、もはや＜災害ファシズム＞になってしまいます。それともそうやって、日本版ジャスミン革命が勃発するのを、ひそかに応援しているのでしょうか（笑）。4月6日には今度は総務省が、ネット上のデマの自主的な削除を各事業者に要請する通達を出したところをみると、どうやら本気なのかもしれません！

一方、本当は正しくないかもしれない情報も、できるだけ「正しい」ものであるかのように、できるだけ曖昧な表現を使って発表されます。たとえば、放射能問題をめぐって、政府が繰り返し表明してすっかり流行語（！）にまでなった、「ただちに健康に害のある値ではない」というあの文言。あれこそよっぽど、「国民の不安を煽る」デマに相当しないでしょうか。デマのおこりやすさは、事柄の曖昧さと重要さ（関心度）の積に比例し、断片的であるほど・抽象的であるほど・よそよそしい態度で語られるほど、デマの材料になりやすいというのは、もう何十年も前から社会心理学の「常識」（科学的真理!?）です（オールポート『デマの心理学』、清水幾太郎『流言蜚語』）。デマの取締りというなら、警察はまずこうした政府をこそ取り締まらなければなりません。
では取り締まって削除すれば落ち着くかというと、おそらく現実はそう単純でない。ネット上のデマも同じでしょうが、むしろますますデマを増殖させるだけでしょう。なぜなら、よほど政府に都合の悪い事実だから削除された（あるいは見当たらない）のだろうという推測を、猛烈に煽ることになるからです。
とすると、もはや残る選択肢は1つ。政府は、おのれの都合のフィルターを通さずに、事実をありのままに公開すべきです。公開して、公共の場で皆がさまざまの立場から、対等に、しっかりと討論すべきなんです。それが公的機関としての政府の第一の役割であり、責任であり、それこそが＜公助＞の第一歩でなければなりません。またそのとき、デマに対しても最も効果的な火消し役となるはずです。……と、こんな主張もそれ自体1つの「デマ」にすぎないというのであれば（論理的にはそうなりかねない）、むしろ政府はネット空間に目を向け、しかと観察し、虚心に見習いなさい。多くのガセ情報が飛び交うたびに、即座に検証し訂正してまわる「検証屋」（荻上チキ『検証　東日本大震災の流言・デマ』）の働きぶりが、政府より何歩も先を行く、よき理性を備えていることに気づくはずです。

こんなふうに、まず言論や情報メディアのレベルで見てきただけでも、“ニッポンはひとつ”“がんばろうニッポン”の＜災害ナショナリズム＞は、前に見たように＜災害ユートピア＞の方へたえず踏み越えられるにとどまらず、今度は＜災害ファシズム＞の方へもたえず踏み越えられてゆくポテンシャルに満ち満ちていることがわかります。しかもこれは、単に言論や情報メディアの問題だからではありません。あくまでそれは波頭の一滴。深海に蠢くもっとおどろおどろしいうねりこそが本命です。

＜つづく＞
2532
これにコメント
３・11以後に向けて（４）
自然堂
2011/05/29 20:23
さてそのうえで、くどいようですが、もう一度あの“ニッポンはひとつ”“がんばろうニッポン”について考えてみます。しばらく時が経ったこの間に、“ニッポンはひとつ”だなんて、たしかにもうあんまり耳にしなくなりました。所詮は空疎なスローガンにすぎなかった、ということでしょうか。ただ同時に、空疎なスローガンならスローガンなりに、役割を果たし目的を遂げたからこそ、身を引いていったのではないかと見ることもできます。３・11以後に向けてあちこちに蠢くさまざまな企図を、このスローガンの下に、促進しつつ隠蔽し、隠蔽しつつ促進する、むしろ濃厚なイデオロギーとして。ならば、このいわば＜災害ナショナリズム＞のもとで進行していたのは何だったのでしょうか?　

そこで、“ニッポンはひとつ”“がんばろうニッポン”というあのフレーズが、ＡＣ広告をはじめ、随所で耳目にふれるようになったのは、どんな時期であったかを再び思い出してみます。恐らく3月14日頃の前後、直接にはまず、①日本にいる「外国人」たちが続々と出国しつつあるのが報じられ、また身の回りでも目に付きだしたあたりからだと僕は記録してあります。そして、その時期はまた、②福島第１原発が最悪の事態となり、続いていかにも唐突に「計画」停電が強行されはじめた真只中のときでもありました。さらにまたそれは、③首都圏を中心に（九州に至るまで）、怒涛のように「買占め」の波が巻き起こり、それこそまるで第２の津波のように、スーパーその他の小売店頭から主な生活物資がごっそりと浚われてしまった頃でもありました。これら３重の時間的符合の意味を掘り下げておく必要があるように思います。

第１に「外国人」たちの出国との符合。“奴ら”外国人は帰るところがあるからいいけど、“われわれ” ニッポン人はここにいるしかない。それに東北で被災している人たちは「同じニッポン人」なのだから、「見捨てる」ようなことはしてはいけない（てことは、自分らニッポン人は「外国人」に「見捨てられた」、と思ってることを暗に語ってもいますが）……そんな声が、僕の周囲でも多く聞かれたものでした。共に捨てられた「同じニッポン人」どうし、という限定付きでみれば、ここには、どんな違いもこえて、互いに助け合おうという＜共助＞の思想が込められていたということはできましょう。
実際、東北被災地では、わざわざスローガンなんかに諭されるまでもなく、「同じニッポン人どうし」以前に、もともとの強力な地縁共同体の結束力を支えとして、したたかに＜共助＞を展開し、それを伝える報道等は僕らを驚嘆させずにはいませんでした。
他方、多くの「外国人」たちが帰ってしまったのは、何も彼らが冷酷な人間だからではなく、日本政府～メディアの隠蔽する危険な現実を海外メディアのほうが逸早くよく伝えていたからであり（日本政府はそれをデマ扱いして済ませましたが）、またこれまで日本政府が入国者や難民にみせてきた数々の人権侵害的な待遇が、この非常事態のもとで、とても信頼をかち得るに至らなかったからです。各国の駐日大使館も、日本の外務省が何の情報も出さず協力もしないので、自力で情報を収集し、自力で交通手段を手配して自国民を避難させねばならず、現場の大使館員は日本政府に「怒り心頭」らしいと自民党議員・河野太郎氏は伝えています(『世界』６月号)。
そう、実は、冷たい「外国人」と暖かい「ニッポン人どうし」といった対立があるのではなく、冷たい日本政府と、それに対して、共に翻弄される在日「外国人」と「ニッポン人」とがあり、「外国人」・「ニッポン人」はむしろ互いに助け合う仲間に近い立場にあるのではないでしょうか（さらにいえば、逆にニッポン人も、被災者が現に「国内避難民」を強いられているだけでなく、全「国民」がつねにすでに「潜在的な難民」の地位にあることを忘れてはなりません）。
いまこれほど、ニッポン人に多くの同情と援助の念が世界中から集まったことはないでしょう。ツィッターやフェイスブックも大きな役割を果たしました。そして東北被災地では、地縁共同体の＜共助＞に混じって、在日のアジア系を中心とした「外国人」たちが、ニッポン人と一緒に、懸命に奮闘していると聞きます。郡山や仙台では（そして気仙沼にも繰り出して）、被災した朝鮮学校が校舎等を避難所として開放し、日本人を受け入れたり・支援物資を配ったり・孤立した日本人たちを支援したりして、「民族を問わず命を救いたい」「民族の違いを考えず仲間として助け合えた」「被災者に国境はない」と尽力しています（京都新聞４月４日付夕刊）。

こうして、どんな違いもこえて、互いに助け合おうという＜共助＞の思想は、その本性上、“同じニッポン人どうし”などというケチな枠を、内側にも（地縁共同体）・外側にも（「外国人」）、軽々と踏み越えて、もしお好みならば“同じ人間どうし”とでも言うほかない、普遍的な地平へとはみ出していってしまうポテンシャルに満ちあふれています。
なぜ苦しんでいるのが彼らであって、自分ではないのか。なぜ自分がここにこうしていて、それが彼らでないのか。＜存在＞というもののこの厳然たる偶然性・・・この偶然性こそがまさに、僕ら１人１人を否応なく＜共助＞へと立ち向かわせる衝発力にほかならないのでしょう。あまりにも弱く・あまりにも小さく・あまりにも寄る辺ない・偶然の存在でしかないという、否定しようのない一見否定的な現実が、どんな違いをも乗り越えて、人々を（いやそれどころか山川草木悉皆をも）縦横無尽に肯定的に連帯させてしまうかもしれない・・・
いっさいの＜存在＞の、所詮は一片の身体でしかない脆弱性（vulnerability）と、でもそうであるがゆえに自然（じねん）に発動せずにはいない回復力(resilience)と。
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自由（自発的）で平等（相互的）な「特別な共同体」を生んでしまう、この＜災害ユートピア＞（レベッカ・ソルニット）の側面を、“ニッポンはひとつ”“がんばろうニッポン”のスローガンは、果して促進しようとしたのか、隠蔽しようとしたのか。自由で平等な友愛のエネルギーを存分に横溢させようとしたのか、それともそのエネルギーを、内側にも外側にもはみ出さないように囲い込み・去勢し・水路づけようとしたのか。なにしろ、歴史上多くの災害は、“いま・ここ”にユートピアを現出し、そのまま革命にすら転化していってしまう危うい可能性を秘めるものだったのですから。

1906年のサンフランシスコ大地震では、渡米中に被災した幸徳秋水が、澎湃たる相互扶助の自然発生に「無政府共産」の一挙実現をみて、「愉快なり」と快哉を叫んだ手紙を日本に書き送っています（その5年後、今からちょうど100年前に、日本政府のでっち上げた「大逆」の獄に刑死）。
1923年の関東大震災でも、たとえば芥川龍之介は、「大勢の人人の中にいつにない親しさの湧いてゐるのは兎に角美しい景色だった。僕は永久にあの記憶だけは大事にしておきたいと思ってゐる。」（「大震雑記」）と記しています（その彼自身は４年後に、「ただぼんやりとした不安のために」と書き遺して自死）。にもかかわらず、いや恐らくだからこそ、官憲自らデマで人心を煽動し、朝鮮人大虐殺へと導いたのでした。この官憲のデマと、わがスローガンとは、果たして同じ機能を果たすものなのか違うものなのか・・・
そして今日では、1972年のニカラグア地震と7年後のサンディニスタ革命、1985年のメキシコシティ大地震と以後の民主化革命。さらには1991年のソ連崩壊も、元大統領ゴルバチョフの述懐によれば、彼の推進したペレストロイカよりもチェルノブイリ原発事故が、真の原因・転回点だったというのですから、もうとても他人事ではないですよね。

それでなくても、今日の「リスク社会」と呼ばれる段階の「リスク」は、今までの危険一般と違って、どのリスクも発生地をこえて脱領域的・超国家的に広がってゆき、いわば危険そのものが、それだけですでに世界中の人々を、さらには地球上いっさいの山川草木悉く皆をも、共通の運命のもとにつなげてしまう可能性をもっています。
＜存在＞の脆弱な偶然性を逃れる（=克服する！）ために、懸命に発展を重ねてきた近代文明は、その進歩の尖端において、ほかならぬ僕らの脆弱性・偶然性をかえっていっそう強烈に炙り出し、切実に向き合わずにはいられなくさせてしまったのでした。

さてそれでは、3・11大震災は、ついにいよいよ”万類共存の一大ユートピア社会”への突破口を切り開いたということでしょうか。“ニッポンはひとつ”“がんばろうニッポン”のスローガンの覆いの下で、実はもう僕らは、この”いま・ここ”に、自由でかつ平等な、新たな理想社会を築き始めているということでしょうか。またそのとき、このユートピアは、いったん成立すれば、あとは順調に発展してゆくものなのでしょうか。

その点で忘れてならないのは、被災地に決して少なくないと伝えられる盗難や略奪、そして性被害などの実態です。
「日本社会の美徳として、災害のあとに略奪が起こらないという神話は、今回の震災で少し揺らいでいた」（朝日新聞グローブ63号）とは、石巻を中心に被災地を回る、復興会議のメンバーの1人・高成田享氏のことば。もっともこれまでも、それらは公にされない暗数として常に存在してきたのではないか（とりわけ性被害）、「日本社会の美徳」神話こそがむしろそうさせてきたのではないか、との疑問符は外せません。そのことでやっと少し真実に接近できるといったところでしょう。

たしかに今回の震災では、被災地の半壊したコンビニや商店、ＡＴＭ等の、震動や津波でなく叩打によって破られたガラスの決して少なくなかったことを、報道も知人も教えてくれます。宮城県内のコンビニやホームセンターでは、仙台市の都市部を中心に、震災に便乗したとみられる夜間の窃盗ないし窃盗未遂事件が、震災後3日間ですでに40件にも上ることを、県警が発表しています（読売新聞３月15日付夕刊）。岩手県山田町では、津波で流されたパチンコ店の両替機がこじ開けられて現金二百数十万円が盗まれ（毎日新聞３月30日付夕刊）、福島県大熊町の避難指示区域にわざわざ栃木からやってきた男が軽乗用車を盗んで逮捕され（毎日新聞４月５日付）、福島県いわき市では市内在住の若い兄弟が民家から現金などを盗み、腕時計や指輪等を都内の質屋に持ち込んで逮捕される（毎日新聞４月29日付）、などの報道があります。
避難生活者の間でも、高成田享氏が被災地で聞いたところでは、被災後2日間は乏しい食べ物を分け合って我慢していたが、3日目になると、しばしば食事の取り合いや喧嘩が始まったとのこと（前掲紙）。なかには昼間からの飲酒や賭博・・・。岩手県大槌町の避難所では、支援に来た北海道南西沖地震の被災者と避難住民たちが、夜のたき火を囲んでギターで歌っていたところ、すでに就寝していた避難住民と口論になり、殴り合い寸前になる一幕もあったことが報じられています（東京新聞4月８日付）。
避難所での女性の性被害もまた、阪神や中越の時と同様、やはり非公式ながら被害が報告されていることを忘れてはなりません（東京新聞4月7日付夕刊）。そしてここで確認しておきたいのは、これらの事実をもまた、“ニッポンはひとつ”“がんばろうニッポン”のスローガンは隠蔽することができる（そして事態を促進してしまう）ということです。「全国女性シェルターネット」の代表のお話では、過去の事例でも、「被害者が訴えても『こんな時に何を言うのか。加害者も被害者だ』と逆に叱られ、闇に葬られた例は少なくない」とのこと（同紙）。・・・ああ、かくまでもかくまでも、”ニッポンはひとつ”（加害者も被害者）、“がんばろうニッポン”（こんな時に何を言うのか）！
この「日本社会の美徳」！

それにしても、そもそも災害時になぜこうした無法な行為が発生するのか。災害ユートピアでは、法律や警察が無効になり、ほどなく利己主義に支配されるからでしょうか。それなら上にあげた、より理想的な社会を建設していったいくつかの事例が説明できません。むしろそれは、ユートピアが十分な支援で支えられず（つまり外部の方が勝手にユートピアから醒め）、孤立する時に、そして孤立すればするほど、起こりやすいのではないでしょうか（被災地の窃盗事件が都市部の方に多いのもそのためかもしれません）。あるいは逆に、ユートピアの「無法」を勝手に恐れた公権力の過剰な介入が、一種の「予言の自己成就」のようにして、それを惹起してしまうのではないでしょうか（関東大震災の官憲デマはその極限例）。いずれにせよ要するに、避難生活とその支援の条件が、被災当事者にとって、あまりにも（つまり過少にも過剰にも）不適切で、不安や恐怖、不信、苛立ちの昂じるなかで生じるのではないでしょうか。

しかし結論を急ぐ前に、まだ手を着けていないもう2つの時間的符合の件がありました。まずはその検討をしておかなければなりません。

＜つづく＞
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これにコメント
３・11以後に向けて（３）
自然堂
2011/05/16 09:23
さて、前回からあっという間に1ヶ月以上が経ってしまいました。もし続きを待っていて下さった方があったなら、どうかお許しください。自然堂が元の忙しさに戻ってきて、だんだん充分な時間がとれなくなってきていました。とはいえ、元の忙しさといっても、中身は元と同じではなく、3・11大震災の衝撃を底深く引きずっています。

自然堂に関わりのある方々には、前に書いたように直接東北で最も大きな被災をされた方もありますし、その方は生存は確認されて本当によかったけれども、今後のことを思うと気がかりばかりです。被災県の出身で実家が被災したり、親族を亡くした方もあります。また非被災地でも、この経済低迷で、今までやっていた仕事を失った方もあります。自営の会社が倒れる寸前で苦闘している方もあります。原発の危険を逃れて、しばらく関西方面へ疎開していたり、実際に西日本や海外に移られた方もあります。さまざまの非常事態への対応に無理を重ねたために、心身の調子をひどく崩されたままの方もあります。そもそも今も家から出られず、電話や手紙等でだけかろうじて連絡のとれている方もあります。etc.etc.・・・同様の状況は、きっと他のあちこちでも、無数にひしめいているでしょう。
　でも同時に忘れないでほしい。震災の衝撃はそういう形でだけ現われるのではないことを。この事態にびくとも動揺せず、そのために”やさしさ”（共感能力！）が足りないと周囲になじられて自責に苦しんでいる方もあります。震災前からとっくに日常なんか終わっていて、かえって震災で救われた気がしたのに、うわべの日常が戻ってきて「うつ」の床に臥せってしまった方もあります。幼少時からのトラウマに長年人知れず苦しんできて、被災者は公然と同情してもらえると嫉妬する自分に自己嫌悪を催す方もあります。「計画」停電と節電でせっかく弱まっていた、日ごろの喧騒とケバケバしさと暑苦しさが、再び戻ってくるのを心から恐れている方だってあるのです。etc.etc.・・・
（以上いずれも個人を特定できないように表現してあります）

これら実にさまざまの悲痛苦悶に立ち合わせていただきながら、自然堂がやってきたのは、とにかくこの悲痛苦悶に寄り添うことでしたし、突き詰めればそれだけでしかないようにも思われます。そうして日々を過ごしていたら、このＢＢＳへの書き込みの続きも遅れてしまいました。でもそれでいいんだと思っています。僕ら1人1人は、結局のところ、このそれぞれの”いま・ここ”の、悲痛苦悶から出発するしかないのですから。お互い、あまりにも弱く・あまりにも小さく・あまりにも寄る辺ない・偶然の存在でしかないというこの冷厳な事実を掘り下げることから出発するしかないのですから。そして、そのまさにこの連載で言いたかった核心のひとつを、図らずも身をもって示す形になってしまったわけですから。

もし＜復興＞ということがいえるとしたら、この悲痛苦悶を見捨てずに、むしろ大切に育み、それと共に少しずつ歩み出し、そうしてそのままの姿で、以前よりも自分自身に、そうして他者に、世界に、要するにそれらそれぞれの＜存在＞に、信頼を深められるように熟成させてゆくことではないかと僕は思うのです。復興が単に復旧でなく再生であるべきだと僕がいうのは、そういう意味においてのことです。

今は世間でも、しきりに復興は単に復旧で終わらせてはならないと叫んでいるようです。でもその言い分に耳を傾けてみると、何と全く反対に、悲痛だの苦悶だのはさっさと振り切って、早く前向きに頑張って強く明るく元気になろうというようなことのようです。その帰結として、例えばそれは、被災当事者のことなどさっさと振り切って、早く新しい建物や道路を作ったり、新しい産業や企業を興し（むしろ誘致し）たりして、経済を活発にしようということになっていくでしょう。さぞかし震災特需に沸き返ることでしょう。
でもそれは同時に、すでに多くのものをなくした人々に、さらにその悲しみ・苦しみをも捨てよ、捨てたという記憶すらをも捨てよ、というようなものです。
そう、”いま・ここ”の想いなんか断ち切って、できるだけ早く前方に逃走せよ、と。
ボヤボヤせずに、すぐにでも強く・大きく・確固とした・必然的な存在であるかのごとく振舞い、その振舞いをとおして、自他ともにそうであると信じこませよ、と。
ああ、体育の先生・・・道徳の先生・・・心理学の先生!?・・・
“がんばろうニッポン”・・・“ニッポンはひとつ”・・・

考えてみれば、戦後の日本はずっとこうした”自分からの逃走”のもとに、それと引き換えに、驚異的な経済成長と近代化とをみごとになしとげてきました。いやそれは戦後に始まったことではない。明治維新の文明開化以来、黒船の来航以来、いやいやもっと遡れば、元禄・享保期の前期的な近代の開始以来、ずっとこうやってきました。少なくとも300年がかりのこの根源的な自己否定、自己からの逃走にそろそろ幕を下ろそうではないか、というのが僕の主張のひとつなのです。経済の復興にしても、被災当事者の依然として維持しようとし・今なおどっこい維持してもいる生活にあくまで主軸をおき、1人1人の悲痛苦悶の緩やかな時熟の歩みに応じた生活の復興というものを追求してゆこうではないかということです。それこそが、真に復旧ではなく再生であるような復興ではないかと僕は思うのです。その復興の新しさは、さしあたり、＜みだりに新しくなんかしないという新しさ＞というパラドキシカルな姿をまとってあらわれるしかないのかもしれませんね。

＜つづく＞
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3・11以後に向けて（１）
自然堂
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3・11大地震から２週間余が過ぎました。たった２週間というのに、何だかもう、何十年も経ったような気がします。
たぶん、3・11以前と3・11以後とでは、いやもっと正確に言えば、あの数分間の地震とわずか１分間の津波とによって、一切に画然と切断線が引かれ、根本的に時代が変わってしまったということなのでしょう。 

この間、いろいろとテンテコマイで、このBBSも書き込まないままにしていて、ご心配をおかけして申し訳ありませんでした。自然堂も僕自身も元気です。杜撰な「計画停電」の定まらなさに振り回され、自然堂も一時は開店休業の状態が続いていましたが、ようやくお彼岸連休あたりから、元通りのペースに戻りつつあります。
皆さんは、遅まきながら、無事にお過ごしでしょうか？

自然堂にいらしている方の中には、東北の最も被害の大きかった町に在住の方もあり、非常に心配していたのですが、つい数日前、ようやく避難者名簿にそのお名前を発見し、その翌日には先方から電話連絡を頂くという思いもかけぬ僥倖に恵まれ、本当に安心したところです。

また、こんな状況の中でも自然堂にきて下さる方々とは、こういう状況だからこそ、余計なことは一切吹っ飛んで、”自分が生きてるって何なのか？”とか”自分の存在って何なの？”といった、自分のコアに一挙に向き合わされますねえ～～なんてそんなことを、毎日語り合っています。彼ら／彼女らのその深度には、真に心を打たれ、こちらも自分のコアにより深く向き合う助けとなります。
僕らの中に不安がたくさんあればあるほど、共に不安に向き合うことで、その不安の分厚い地層のさらにその下へと掘り進み、より深い自分のコアとつながってゆくことができる。そんなふうに、彼らとの対話のおかげで、いま僕は、奇妙に動揺し高揚する表面の意識とは裏腹に、不思議なほど深い静寂に腹が坐り、落ち着き払っています。

とはいえ僕らには、この現実にどう向き合い、どう引き受け、どう乗り越えてゆくのか、という重い問いがのしかかっていることに変わりはありません。まさしく、われわれ1人1人の”いま・ここ”が、一瞬一瞬根底から問われていると言えましょう。
恐らくは日本国中に、そして文明世界全体にすら、怒涛のように渦巻く不安と憤り。これをどう本当の意味できちんと生かして再生（復旧ではない！）してゆけるか。それができなければ、もうこの日本も、そして恐らく人類全体も、未来はないだろうと思います。いつかは全人類を見舞うべきこのカタストロフに、不幸にも日本は、先陣を切って見舞われてしまいました。まず僕らは、この窮状をどう乗り切り、どう＜新しい生き方＞を築いてゆけるのでしょうか。
唯一の原爆被爆国として、それに見あう何事も世界に提示できなかった（憲法9条程度ですら及び腰になってる）わがニッポン。加えて今度は唯一の地震・津波・原発同時多発被災国となって、果たして何を世界に提示できるでしょうか。

＜つづく＞
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地震・津波・原発事故の同時多発が僕らにもたらした衝撃。そもそも一体いま何が起こっているのか。その意味について僕らはまだ、ほとんど何一つ理解していないのだろうと思います。なぜなら、現実があまりにも言葉を上回ってしまっているから。そして、今なお現在進行形の真只中だから。しかもそのすぐそばから、次々と忘却と封印への強烈な引力が働きだすから。やがてもっと時がたてば・・・
やがてもっと時がたてば、しかし、ますます事態は複雑多岐に錯綜してゆき、同時にますます忘却の淵に封じ込められてゆくでしょう。とすれば、何一つ理解できていない今こそ、実はいちばん理解のできている時なのかもしれません。あまりにも激しく理解し、あまりにも激しく理解しえないもの、それこそが衝撃ということですから。ならば一体それは何？

本当に難しい。こんなに言葉を紡ぎ出すのが難しかったことは、これまでに一度もなかったような気さえします。
ただ、少なくとも・・・・・おそらく・・・・皆さんと話していて・・・ひとつ確かに言えそうなのは・・

終わりなき日常に終わりが来るんだということ、それもあまりにも急激に、という衝撃。
果てしなき内部に果て（外部）があるんだということ、それもあまりに圧倒的に、という衝撃。

そうやって、何ものかが、ニッポンの何かある巨大な前提が、終わったのだ、ということ。
もっと正確には、すでに終わり始めていたそれが、最後のとどめを刺されたのだということ。
いやそれどころか、もうとっくに終わっているのに、終わっていないと僕らが思い込もうとしていただけかもしれないということ。とすれば、終わったのは、われわれ自身の根拠のない信念だったということ。

どんな信念でしょう？　
みんなで力を合わせて同じひとつになって、一生懸命頑張れば、誰もがみな、強くて・大きくて・確固とした・必然的な存在になることができる。その集団的同調の力で、どんな非常の事態も統御し、終わりなき日常へと永続してゆく”いま“。どんな外部の事態も統御し、果てしなき内部へと拡張してゆく”ここ”。そんな限りなく膨張した”いま・ここ”に安住する、神のごとき全知全能の「われわれ」・・・
数度の戦争も高度成長も、この信念に導かれ、この希望に満ち溢れて、敢行されました。バブルはその最後の戯画でした。でも今や、その神々たちは、実ははじめから、あまりにも弱く、あまりにも小さく、あまりにも寄る辺ない、偶然の存在でしかなかったことが露呈してしまったのでした。

いや本当は、みんな、はじめからよくよく知っていたんです。神々たちは、おのれが1本の葦にしかすぎないのだということを。戦争に負け、高度成長が止まり、バブルがはじけ、地震・津波・原発事故に翻弄されて、はじめて知ったんではなくて、はじめから知っていたからこそ、戦争に酔い、高度成長に踊り、バブルに浮かれて、それら俄造りの避難所の楽園を謳歌したのではなかったでしょうか（その証拠に、このいずれの時期も、日本の自殺率がめざましく激減する）。だから今、地震・津波・原発事故のさなか、やっぱりまた“ニッポンはひとつ”～“強い国ニッポン”～“がんばろうニッポン”～でなければならないのでしょう。でもそれはもはや、すでに終わったもので終わったものを乗り越えようとする自家撞着の空回りでしかありません。

事ここに至ってもなお、まだ僕らは終わらせたくないんです。それほど巨大な前提です。
あるいは、終わらせながらも終わらせきれないんです。事実は認めても肯定はできないんです。
だから自分はたしかに卑小でも、せめて為政者は強大であってほしいと、統一地方選でも“強いリーダーシップ”が大人気です。これも自家撞着のしからしめる1つの妥協策。
同じ理由で国政では、菅首相の人気は最低です。そして政権の大連立構想。いったん少し遠のきましたが、それは民主党はもう虫の息、と自民党が判断しているからにすぎないでしょう。本番は民主党政権が潰れて以降ですね。

「計画停電」の少なくなった3月末ごろから、終わりなき日常を終わらせまいとする強靭な意志、果てしなき内部を果てさせまいとする強靭な意志が、ジリジリと回帰しています（それにあわせて、一時は鳴りをひそめかかった花粉症が、この頃から再び勢いを盛り返し始めました）。でもそれは、実は、まさしく終わったということを深く思い知ってしまったからこそ、生じていることではないでしょうか。もう3・11後の僕らは、あの栄光に満ちた楽園を望んでも、望めば望むほど内側で引き裂かれ、自らおのれの傷口を広げるばかりとなるでしょう。

いま日本じゅうが、「復興」が合言葉です。「復興」めざして“がんばろうニッポン”です。それはいいとして、ではそのめざすべき「復興」とはどんな状態になることなのでしょう。どうなることを望んでいるのでしょう。それは「復旧」でしょうか、「再生」でしょうか。終わったものをまた反復しようということでしょうか。終わったところから新たに出直そうということでしょうか。どちらにせよ、みんな共通理解があって言ってるのでしょうか。

それに、“ニッポンはひとつ”って、その”ニッポン”の範囲はどこまでなのでしょうか。
たとえば、被災地で共に奮闘している「アジア人」は入るのでしょうか。
多くの「日本人」が戻ってくるのを待ち望む、「帰国」してしまった「外国人」は入るのでしょうか。
震災や放射能を恐れて、海外に逃れた「日本人」は入るのでしょうか。
子どもを関西に疎開させた「日本人」は入るのでしょうか。
東京都心でネオン夜通しギラギラの風俗店やパチンコ店は入るのでしょうか。
原発に反対する「日本人」は入るのでしょうか。
そして、原発に賛成する「日本人」は入るのでしょうか。
「自粛」するのが「日本人」の証しでしょうか。「自粛の自粛」（民主党の声明）が「日本人」の証しでしょうか。はたまた、「自粛の自粛の自粛」が「日本人」の証しでしょうか。いやいや、「自粛の自粛の自粛の自粛の～～～」・・・つまり、みんなで一緒にやれば中身はどうでもいい、というのが「日本人」でしょうか!?
・・・こんな不謹慎な文章を書いてる僕も仲間に入れてもらえるのでしょうか。
それより何より、じかに被災された方々と、とりあえずそうでない僕らとは、”ひとつ”と言って括ってしまっていいのでしょうか。いいとすれば、どういう意味においてでしょうか・・・

＜つづく＞
2530
これにコメント
Re:3・11以後に向けて（２）
詩音
2011/04/18 01:47
10回以上 
昨日のセッションでは言葉にできませんでしたが、今やっと、自分が酷く３・１１に「関わってしまっている」ことを実感しています。
ここしばらく、セッションを受けるときばかりコンディションが悪く、集中力を欠いているような気がしています。それが認知バイアスだということも(苦笑)
いつも「いま」から遅れてばかりいるようですが、また予約の電話を入れます。よろしくお願いいたします。
2527
これにコメント
「平和に生きる権利」という唄
詩音
2011/04/11 18:44
10回以上 
いま繰り返し聴いている唄です。

訳詞付
（半角ｈ）ttp://aggregator.jp/archives/1868

全曲
（半角ｈ）ttp://www.youtube.com/watch?v=vCQrf0SHix8
2528
これにコメント
Re:「平和に生きる権利」という唄
自然堂
2011/04/13 23:29
どうもありがとう。聴いてみます。

そういえば、斉藤和義の「ずっとウソだった」もgetしました！
2526
これにコメント
終わらない日常が継続している件
詩音
2011/04/02 18:45
10回以上 
帰路、標記の件を、自分の体験にシンクロするかたちでフェルトセンスできました。
次回セッションまで熟成させてみます。
2524
これにコメント
すみませんでした。
兎桜
2011/02/14 19:36
津田さん、今日はお忙しい中わざわざ連絡下さったのに、まともな対応が出来なくて本当にすみませんでした。　自分から「自然堂卒業宣言」しておきながら、まさかこんな事態に陥るとは考えもしなかったので正直自分でも戸惑ってます。
昨夜 予約電話かけた時、思わず「お久し振りです」と言いそうになるくらい、この一週間も目まぐるしく変化していきました。その中で思い出したのが、例の「あの子」を結局一度も自然堂に連れて行ってなかった、と。一度思いっきり断ち切ってみて、表面的な私の勢いが治まらなければ出て来れなかったんでしょうか？津田さんにお手紙出してから、逆に感情が湧き出して来て大泣きしました。今までどんなに自分と向き合っても、何も出て来なかったのに…。そんな感情の吐き出し欲求が強くなったのか、食べる（中に入れる）ことがイヤになってきてちょっと痩せました。数字だけ見ると「微熱かよ！」みたいな。
今日は仔猫との約束の日でもあります。つまり私の誕生日。…久々にサイアクです。数年前はサーヤが『千年女優』って映画をプレゼントしてくれました。映画の内容は何故それがプレゼントなのか良く分からなかったけど、その主題歌は今でも自分にピッタリで、それ聴きながら何とか踏ん張ってるところです。

予約日がもうすぐだと言うのに、突然にまた長々と掲示板お借りしてしまいすみませんでした。
こんな感じで、今カオス状態ですが、当日はよろしくお願いします。
2521
これにコメント
肩の痛み取れました
なかちゃん
2011/02/07 22:32
女性 47歳 多摩地区 10回以上 
つださん、昨日はどうもありがとうございました。
一日経ちましたが、右肩の痛みがたいぶとれたように感じます。

やっぱり自然堂は、なかにとって最高のオアシスだね。

泣いたり、怒ったり、笑ったり・・・
すべての感情を、包み込んでくれる。

そんな日々も、もう１０年以上経つよ。
2520
これにコメント
これも土俵作り…？
うさくら
2011/01/13 20:50
前回の自然堂の帰り道、「何で今このタイミングで?!」と思うような出来事に遭遇し、かなりダメージ受けてます(苦笑)。<必然・必然性>や、自分が“呼び込んだもの”の見分けや定義って難しい。まるで、「今はただ、噛み砕けなくってもいいから飲み込め！」と言われているようで、もの凄い抵抗感が。。。。
2511
これにコメント
転倒しました！
ポケット小僧
2011/01/06 19:12
あけましておめでとうございます。
今年もよろしくお願いします。

さて、年末の関節可動域が今までになくよかったのに、大晦日の日に自宅で転倒してしまいました(T_T)

今回は、７年前の大腿骨頸部骨折のときほど痛みもひどくなかったし、すぐに自分で車いす復帰できたので、単なる打撲と思い、３が日は外出をやめて自宅でおとなしく過ごし、４日に念のため近所のクリニックでレントゲンを撮ってもらったら、「左大腿骨頸部にヒビが入っている！」とのこと。
大病院受診を勧められたので、今日いつもの病院に行ってきました。

でも、レントゲンではヒビかどうか診断できず、明日ＭＲＩを撮ることになっています。結果がわかるのは１１日です。

つまり、今度津田さんに会うときは、まだグレーゾーンの状態なので、ともあれご報告しておきたいと思い、書き込みしました。

具体的な症状は、車いすでの水平移動は問題ないのですが、左足に力が入らないため、適当な高さの手すりがないと、自分では立ち上がることも、一歩を踏み出すこともできない状態です。仕事は休んでいますが、室内では車いすからベッド、トイレへの移乗と、寝返りに苦労しています。

そんな状況ですので、次回の治療、お手柔らかにお願いします。

それにしても、１２月の関節可動域は、幻のようですね(-_-)
2513
これにコメント
Re:転倒しました！
自然堂
2011/01/07 23:29
え～そうだったんですかあ～！
驚きました。大丈夫でしょうか？
せっかくいい感じだったのに、ほんとに残念ですね。

今度の治療では、いつもの、膝の関節可動域の拡大はちょっと控えた方がいいかもしれませんね。
実際の状態を見ながら、やれる部位のやれる動きだけを中心にやるというのでどうでしょうか。
詳しい様子は、当日また教えてもらいながら、それに即した対応を考えたいと思います。

昨日からとても寒くなってきたので、防寒にも気をつけて。
左大腿骨頸部を大切にいたわってあげて下さい。

2516
これにコメント
Re:転倒しました！
ポケット小僧
2011/01/08 21:42
津田さん、レス、ありがとうございます。

> 今度の治療では、いつもの、膝の関節可動域の拡大はちょっと控えた方がいいかもしれませんね。
> 実際の状態を見ながら、やれる部位のやれる動きだけを中心にやるというのでどうでしょうか。
> 詳しい様子は、当日また教えてもらいながら、それに即した対応を考えたいと思います。

はい、それでお願いします。

それから、オーリングテストなどで骨の損傷か、筋肉の損傷か、判別付きますか？
もしも判別がつくようだったら、それをやっていただきたいのですが。

> 昨日からとても寒くなってきたので、防寒にも気をつけて。
> 左大腿骨頸部を大切にいたわってあげて下さい。

ありがとうございます。
荷重をかけないように、冷やさないように、大切にします。
2517
これにコメント
Re:転倒しました！
自然堂
2011/01/10 09:15
> それから、オーリングテストなどで骨の損傷か、筋肉の損傷か、判別付きますか？
> もしも判別がつくようだったら、それをやっていただきたいのですが。

ああ、オーリングテストでは、骨の損傷か筋肉の損傷かの判別は難しいかなあ。。。

2518
これにコメント
Re:転倒しました！
ポケット小僧
2011/01/11 21:24
女性 多摩地区 10回以上 
津田さんへ

昨日はありがとうございました。
今日、ＭＲＩの結果を聞きに行ってきました。
先生の話では、大腿骨頸部ではなくて、左側の坐骨や恥骨の周辺が損傷しているらしいです。
診断は「左坐骨部骨折による１か月の自宅安静」。
治療法は、特になくて、安静にして痛みが軽減するのを待つだけらしいです。
仕事復帰も、痛みの具合と相談しながら…ということらしいです。

焦らず、気長にっていうところでしょうかね(^^;)
2519
これにコメント
Re:転倒しました！
自然堂
2011/01/12 09:14
ポケット小僧さん

ご報告ありがとうございます。
了解しました。
やっぱり大腿骨頸部ではなく、坐骨部骨折なんだね。ゆっくり、大切にしてあげてください。

復帰に向けては、車椅子の移動が痛みなくできることあたりが、ひとつの目安になるかな。

また何かあったら連絡ください。
2508
これにコメント
今年もあと僅かですね…
うさくら
2010/12/26 19:49
自然堂に１１月最初の日に、最初の時間で伺ってから、まだ二ヶ月しか経ってないんですね。「まだ」と言うのか、「もう」と言うのか…。とにかく本当に密度の濃い期間でした。
津田さんの存在は私にとって、“冷徹な鏡”であると同時に“可能性の窓”でもある。そんな気がしています。（なんだか彫刻作品のタイトルみたいですが^^;） その先に何を見るのか？は、結局「私次第」なのだな…と。
さっきまで、改めてこの掲示板の過去ログを見て廻ってたのですが、皆さんが本当に自分自身とちゃんと向き合って、しかもそれが自分の外にも開かれ還元されてる感じが凄いな～…と圧倒されてしまいました。人間が持ってる力って、本当に侮れないものですね。
次にお会いするまでに、私も少しくらいは成長してたいものです。。。（´u＿u｀）

来年も津田さんにとって実り多き一年となりますように。良いお年をお迎え下さい♪
2509
これにコメント
Re:今年もあと僅かですね…
自然堂
2010/12/27 21:23
うさくらさん
書き込みありがとうございます。
うさくらさんとの時間は、僕にとっても密度の濃い時間でした。
もし僕が、おっしゃるように、“冷徹な鏡”であると同時に“可能性の窓”でもあるのだとすれば、それは何よりも、うさくらさん自身の“可能性の窓”を映し出す“冷徹な鏡”となっているということなのでしょう。
新しい年に向けて、うさくらさんの可能性の窓が開いて行くのを楽しみにしています。
来年もまたよろしくお願いします。

2512
これにコメント
Re:今年もあと僅かですね…
うさくら
2011/01/07 19:06
遅ればせながら、コメントありがとうございました。

> もし僕が、おっしゃるように、“冷徹な鏡”であると同時に“可能性の窓”でもあるのだとすれば、それは何よりも、うさくらさん自身の“可能性の窓”を映し出す“冷徹な鏡”となっているということなのでしょう。

ところが…。残念なことに、私の見ている鏡はそんな生易しいモノを映してはくれないんですよ……ww（←乾いた笑い）
2514
これにコメント
Re:今年もあと僅かですね…
自然堂
2011/01/07 23:31
> 遅ればせながら、コメントありがとうございました。
> 
> > もし僕が、おっしゃるように、“冷徹な鏡”であると同時に“可能性の窓”でもあるのだとすれば、それは何よりも、うさくらさん自身の“可能性の窓”を映し出す“冷徹な鏡”となっているということなのでしょう。
> 
> ところが…。残念なことに、私の見ている鏡はそんな生易しいモノを映してはくれないんですよ……ww（←乾いた笑い）
2515
これにコメント
Re:今年もあと僅かですね…
自然堂
2011/01/07 23:33
なるほど・・・
2510
これにコメント
年末年始の営業のお知らせ
自然堂
2010/12/27 21:25
年内の営業は28日までとなります。1年間のご愛顧ありがとうございました。
新年は1月4日（火）より開始となります。よろしくお願いします。

なお、このところまた、予約が混みぎみですので、予約を考えている方はゆとりをもって連絡してくださると助かります。ご迷惑をおかけして申し訳ありません。

では皆さん、どうぞよい年をお迎えください。
2505
これにコメント
クビのこと
たまづさ
2010/12/13 15:14
女性 59歳 国立市内 10回以上 
無事でした～。詳しいことは次回にお話しますが、まずはお知らせをと思いメールしました。ありがとうございました。ホッと一息です。
2506
これにコメント
Re:クビのこと
自然堂
2010/12/14 20:32
そーですかあ～
よかったですね。
詳しい話は今度の時に聞かせてください。
2498
これにコメント
電話予約について…
うさくら
Mailを出す
2010/10/23 10:26
女性 25歳 国立市内 なし 
津田さん、みなさん、はじめまして。
掲示板に書き込みするのは人生初なので、すごく緊張しています。。。
以前からこちらの掲示板での津田さんとみなさんのやり取りやＨＰなどを拝見し、「一度、診療を受けてみたいな」と思っています。けれど、情けない話ですが電話がとっても苦手で、予約電話を掛ける事が出来ず悶々としながら１０日以上経ってしまいました。
この掲示板に書き込みされてる皆さんの中にも、私みたいに電話が苦手な方がいらっしゃると思います。
そういう時、みなさんはどう乗り越えられましたか？
最終的には、勇気持って掛けるしかない！と分かってはいるのですが、もしよろしければ助言や体験談などお訊きしたいです。
2499
これにコメント
Re:電話予約について…
自然堂
2010/10/24 12:26
うさくらさん、はじめまして。
人生初の掲示板書き込みをありがとうございます。
すごく緊張しながらも書き込みをして下さって、大変うれしく思います。

さて、電話がとっても苦手で、予約電話ができないでいらっしゃるとのこと。
今までもそういう方が何人かおられました。その場合には、ずっとFAXでやりとりをしたり、なかには葉書でやりとりをした方もあります。まず直接訪ねて来られた方もあります。

うさくらさんのやりやすい方法で、ご連絡くだされば結構です。
ただ、メールだけは今、チェックが（電話などに比べて）どうしても遅れてしまうので、アドレスを公開していません。申し訳ありません。

いつでも連絡できそうな時に、連絡できそうな方法で、どうぞなさって下さい。
楽しみにしつつ、気長にお待ちしています。

2495
これにコメント
悪ふざけ２
むぅみん
2010/10/01 22:35
女性 37歳 多摩地区 10回以上 
津田さん、今度は「着ボイス」ですよ、着ボイス。
先日の治療に同行した介助者が待合室で待機していた間、津田さんとわたしの笑い声を聞きながら心地よくなり、ウトウトしてしまったそうです。
あの時、けっこう深刻な話をしていたはずなんですけどね。（深刻すぎて笑うしかなかった？）

「まひとくんボイス」
１．「ふぅ～ん、そうなんだ…」
２．「うんうん、そうだねぇ…」
３．「へぇ～、それはすごいねぇ！」
癒し効果バツグン！おやすみ前の必須アイテム！
というわけで、今度ＩＣレコーダー持っていきます（なんちゃって）。
2496
これにコメント
Re:悪ふざけ２
自然堂
2010/10/02 09:26
うははは～
いやあ、驚きました。まいったねえ。。。
僕にはちっとも身に覚えがないのですが・・・
何なんですかねえ・・・
2497
これにコメント
Re:悪ふざけ２
むぅみん
2010/10/06 00:57
女性 37歳 多摩地区 10回以上 
わたしの治療に同行する介助者は皆眠くなる？不思議ですねぇ。本人は痛いやら、話したいこといろいろやらでウトウトする暇もないのに（爆）。
「まひとくんボイス」は、わたしとの会話の中で、というよりも、津田さんの優しいお声で深い受け止めと、同意と、ほめほめがあったら嬉しいな…と勝手に想像したものです。(^^
2493
これにコメント
ついに右手が…
むぅみん
2010/09/23 00:08
女性 37歳 多摩地区 10回以上 
こんばんは。
ここ最近、治療の度に「足はいいけど腕が…」という話をしてきましたが、ついに右手がまともに使えなくなってきました。握りこぶしを作っても力が入らないし、右腕全体が痺れて、まるで使い物にならないような状態になることもあります。
（まったく動かないわけではありませんが、あまり使いたくなくて、左手だけで何とかしのぐ場合も…）
もともと利き手は左ですが、親に半矯正されて両利き状態だったのと、利き手をかばう二つの役割を果たしてくれていたんだなぁ、と改めて感じています。
ありがとう、ごめんね、悲しい…三つの気持ちがかわるがわる浮かんできます。
ただ、今は泣きたいです。
この手の状態は変わらないのか、良くならないのか…。
そして、こんな状態なのにもかかわらず、介助時間が足りない状況をすぐに変えることができず、怒りと悲しみを感じています。
2494
これにコメント
Re:ついに右手が…
自然堂
2010/09/24 19:56
そうですかぁ・・・・つらいなかを報告して下さり、ありがとうございます。
手の状態は変わらないものなのか、どうなのか。今度いらっしゃる時に、またしっかり診てみたいと思います。予約日はもうすぐでしたよね。何かできることはないか、一緒に考えてみましょう。
2483
これにコメント
夏休みのお知らせ
自然堂
2010/07/31 19:28
今年の夏は、お盆の週から1週間ずらして、8月の22日（日）より26日（木）までを夏休みとしますので、よろしくお願い致します。
それ以外は、木曜定休以外、平常どおり営業いたしております。
ただ現在、この猛暑のせいか、大変予約が混み合っています。予約をご希望の方は、少しお早めに連絡をくださるようお願い致します。
2492
これにコメント
満員御礼
自然堂
2010/08/20 19:36
上記の通り、8月の22日（日）より26日（木）まで夏休みとなる関係で、現在、予約状況は非常に混み合っています。お急ぎの方は、申し訳ありませんが、少し早めの連絡をお願い致します。
2488
これにコメント
グッドアイデア？
むぅみん
Mailを出す
2010/08/07 23:54
女性 37歳 多摩地区 10回以上 
津田さん、こんばんは。
本名からハンドルネームを変えてみました。
７月最後の日の治療に付き添ってくれた介助者が、治療室に入って待機用のイスに腰掛けてから３０秒ほどでものすごい眠気に襲われたそうです。（特に睡眠不足だったわけはなく）
たぶん津田さんが治療室の中で、とても眠くなる「気」のようなものを出しているんじゃない？とか、いろいろ話していたのですが…
それで、彼女いわく、毎日寝るときに津田さんに傍にいてもらいたい→それは無理→津田さんの「気」がこもった人形を枕元に置いて寝たい→「一家にひとつ、『まひと君人形』なんてのはどう？」と、とんでもない方向に話が膨らんで…大爆笑(^^
彼女の許可を得たので、笑いのネタにでもなればと思い、書き込みしてみました。
悪ふざけしてすみません。
2489
これにコメント
Re:グッドアイデア？
自然堂
2010/08/08 20:09
わはははっ！　むぅみんさん、楽しい悪ふざけの書き込みをありがとう。
けっこう笑えました。介助者の方によろしくね。
しかし不思議なことがあるものですねえ。。。
実は自然堂の助手のBONEちゃんの仕業かもしれませんよ。

まあ、それはともかく、その『まひと君人形』がどこかで売ってたら、ぜひ僕の分も買っておいてくれませんか？
毎晩暑くて寝苦しいからねえ・・僕も枕元に置いて寝たいです。
2490
これにコメント
Re:グッドアイデア？
むぅみん
2010/08/10 22:28
女性 37歳 多摩地区 10回以上 
あら、白衣と帽子でおめかししているあの方はＢＯＮEちゃんとおっしゃるのですか。
2491
これにコメント
Re:グッドアイデア？
自然堂
2010/08/11 21:48
そうなんです。
若輩者ですが、あらためて、僕からもよろしくお願いします。。。
2484
これにコメント
操体法実施施設リスト
puru
Mailを出す
2010/08/03 09:11
こんにちは、自然堂さん。
お久しぶりです。＾＾

この度、ホームページ「そうたい 操体」のサーバー移転を
行いリニューアルオープンしました。
これにともない、以前中止していた「操体法実施施設リスト」
を復活させたく現在作成中です。

以前掲載させていただいていましたので、今回のリストにも
掲載させていただきましたが、よろしかったでしょうか。

掲載の可否とともに記載内容を確認していただきたく、書き
込みさせていただきました。

まだ正式には公開していませんが、下記アドレスでご確認く
ださい。

ttp://sotaiho.web.fc2.com/sotai/kantou.htm
2485
これにコメント
Re:操体法実施施設リスト
自然堂
2010/08/03 10:46
puruさん、 お久しぶりです。
ご連絡ありがとうございます。

リニューアルおめでとうございます。

「操体法実施施設リスト」の自然堂の分、
記載内容を確認いたしました。OKです。というか、とてもよくできていますね。さすがです！

掲載ありがとうございました。
今後ともまたよろしくお願い致します。
2487
これにコメント
Re:操体法実施施設リスト
puru
2010/08/03 12:18
さっそくのレスポンス、ありがとうございます。

> 「操体法実施施設リスト」の自然堂の分、
> 記載内容を確認いたしました。OKです。というか、とてもよくできていますね。さすがです！

きゃー、お褒めの言葉、ありがとうございます。(*^^*)

内容に変更等ありましたら、気軽に言いつけてくださいね。

> 今後ともまたよろしくお願い致します。

こちらこそ、よろしくお願いします。(^^)/
2482
これにコメント
年齢詐称
詩音
2010/07/26 17:24
46歳 10回以上 
誕生日が過ぎてたのを忘れてました、修正…(ｺｿｺｿ)
2481
これにコメント
再放送☆
詩音
2010/07/26 17:23
45歳 10回以上 
2010年7月31日（土）午後4時05分～4時59分　NHK総合　「密使　若泉敬　沖縄返還の代償」
（先頭「h」略）ttp://www.nhk.or.jp/special/onair/100619.html
とのことですッ！
2480
これにコメント
今日のセッションの後日談
詩音
2010/07/24 21:54
45歳 10回以上 
今日は「欝だ orz」とお騒がせしました。
その後、某会議に出席したのですが「周囲が深刻だとひとりでトリックスターになる」悪癖が発現、目一杯浮上してます♪
以上、ご報告まで(^^ゞ
2478
これにコメント
おひさしぶりです。
ふくろう
2010/06/15 03:33
女性 10回以上 
まひとさん、お元気ですか？

年賀状で、ひっこしをつげた、ものです。
名前やっぱり、長年のふくろう、で、いきます。
覚えてらっしゃったら。

のんびりと、ゆうがに、暮らしております～。

とはいえ、いろいろとありますが、あいかわらず、きもちだけは、前向きなんで、がんばってます。

なんとか、

ようやく、春から、自宅でサロン、こどものおずかり、イベントをはじめました。

パソコンをつなげて、ひさびさに、こちらを、見ることができて、まひとさんが、元気そうで、なによりです。

そろそろ、遊びに伺いたいです＾＾　

あいかわらず、体は痛かったりしますが、

そうそう、ちょうど、昨日、腹をくくった　ところです。＾＾

自分のからだ　だからね。

ではでは、かげながら、応援してます～。
2479
これにコメント
Re:おひさしぶりです。
自然堂
2010/06/15 21:13
ふくろうさん

お久しぶり～

新居での1人暮らしは、快適のようですねえ。

うれしく思います！

自宅でサロン、こどものおずかり、イベントなどもやってるんですね。

いつでも遊びにいらしてください。

スポーツバイクなんかどうですかあ～

	2476
これにコメント
自立支援法「延命」法案 民・自・公が強行可決
詩音
2010/05/30 00:11
45歳 10回以上 
何なんですか＞件名の件(って日本語おかしいｗ)
ネタ元は(先頭h抜き)ttp://www.jcp.or.jp/akahata/aik10/2010-05-29/2010052902_02_1.html
2477
これにコメント
わ、見逃してた
詩音
2010/05/30 00:17
45歳 10回以上 
【東京新聞】自立支援法改正案が可決　衆院委、「応能負担」に
(先頭h抜き)ttp://www.tokyo-np.co.jp/s/article/2010052801000333.html
2475
これにコメント
反日ラップ
詩音
2010/05/15 22:12
45歳 10回以上 
今日のセッションでお題に上げましたので、音源＆歌詞をリンクしておきます。
（先頭h抜き）ttp://am.jungle-jp.com/e_ku_iroju/black01.html
2470
これにコメント
またまたtwitterで
詩音
2010/04/27 16:37
45歳 10回以上 
@cryforpeace このツイッターは非戦音楽人会議（（先頭h略）ttp://bit.ly/dlcjoh）が運営しています。今日、新たに私たちの声明に賛同していただける仲間が加わっています。音楽を愛し、平和を希求する全ての人々に声明への賛同を呼びかけます。

設立準備メンバーに志田歩さんが…世界は狭すぎる。
2468
これにコメント
twitterで
詩音
2010/04/27 16:18
45歳 10回以上 
知り合った方がお困りだったので、自然堂を紹介させて頂きました。
ご本人ではなく親族の方の来診なので、私のtwitterでの悪行三昧がバレる心配が無いことは確認済み(笑)
2457
これにコメント
お初の書き込みです
ちえこ
Mailを出す
2010/03/29 22:38
女性 36歳 多摩地区 ５～10回 
津田さん、こんばんは。
頚肩腕症候群の痛みに負けてます。
眠っているとき以外は常にどこかしら痛かったり痺れていたりというのが辛くて…。
痛みに負けないように！と思うのですが、現実逃避するように寝てばかりいます。
ものを作ること（＝手芸）が好きで、自分が作ったもので少々のお金をいただいてきたこともある私には命取りの病気です。
布を裁つハサミも持ちづらくなってきたのですから…。
「今、ここ」が大事なのはわかるけれど、「今の私」を100％受け入れられないでいます。今まで当たり前にできていたことが次第に難しくなっていく、そんな私を…。
思い起こせば、20代の頃の私はギンギンに頑張っちゃってました。
何かにつかまって立ったり歩いたりたくさんやっていたし、部屋の中で車椅子を使うことなど考えもしませんでした。
それが負担だったのかもしれません。
でも、その頃の自分を責めても何にもなりません。
どうしたら今の自分の体と折り合いをつけられるのかわからないです。
こんな気持ちも治療の時にお話しできればいいのですが…。
2459
これにコメント
Re:お初の書き込みです
自然堂
2010/03/31 09:32
ちえこさん

初書き込みありがとうございます。
痛みで辛い気持ちを、とても丁寧に言葉にしてくださり、胸に沁みています。
どうやって今の自分の体と折り合いをつけていくか・・・どうぞ治療の時にどんどんお話し下さい。
ぜひ一緒に話しましょう。こういう話は、治療の上でもとても大事ですから。
もし介助者がいて話しにくいとかであれば、治療のあいだ待合室など外にいてもらうとか、話しやすい環境をつくりたいと思います。

2460
これにコメント
Re:お初の書き込みです
ちえこ
2010/04/05 22:13
女性 36歳 多摩地区 ５～10回 
ここ二、三日、両腕、両手、両足が痛んだり痺れたりして、ほとんど何もできない状態です。無理をすればできるのかもしれないけれど、無理する気も起こらないというか…。
軽い抑うつ状態かもしれません。
こんな時は、浮かび上がるのを待つしかないんでしょうか。
2462
これにコメント
Re:お初の書き込みです
自然堂
2010/04/13 21:31
ちえこさん

お返事遅くなって申し訳ない。ツリーにしていたら、うっかり見落としてしまっていました。本当にごめんなさい。その後、具合はいかがですか？　軽いうつ状態かもしれませんね。また今度の治療の時に、お話ができたらとおもいます。

2464
これにコメント
気になること
ちえこ
2010/04/14 23:20
女性 36歳 多摩地区 ５～10回 
朝起きた時に、手の指の関節の痛みを感じます。昨年秋ごろから右手の小指だけが何もしなくてもふっと痛むことがあったのですが、今は両手です。指の曲げ伸ばしができないわけではありませんが、少しこわばった感じが一日中続きます。
明日は精神科の受診日なのですが、もしかしたらまた抗うつ剤を飲むことになるかもしれません。量は少なめに…と言うつもりですが、主治医の判断に任せます。
2465
これにコメント
Re:気になること
自然堂
2010/04/16 09:34
わかりました。関節のこともちょっと気になるので、またお話したいと思います。
2466
これにコメント
災難続き
ちえこ
2010/04/19 23:51
女性 36歳 多摩地区 ５～10回 
こんばんは。
先日の治療の後、ますます気が滅入ることばかり続きまして…。
「今の介助体制のままでは二次障害が悪化する一方だからヘルパーの時間数を増やしたい」というわたしの訴えを市側は全く信用しておらず、嘘をついていると思っている。
整形外科の主治医は「リクライニングやヘッドレストのついた電動車いすなんかに頼らないでもっと頑張りなさい。真面目に薬を飲んでリハビリをやりなさい」と無理難題を言う。
奈落の底に突き落とされたような絶望感を感じています。
『心地よい生活』を求めているのに、どいつもこいつも邪魔ばかり。（怒）
2467
これにコメント
Re:災難続き
自然堂
2010/04/20 10:54
ひどいですね。
2461
これにコメント
お久しぶりでした。
とこも
2010/04/12 11:42
女性 東京２３区 ５～10回 
土曜日、何年ぶりかで国立を訪れました。おかげさまで、少し気が晴れました。肉体的にはとても疲れました。日曜日は猫と一日中寝てました。猫と一緒にいながら気がついたことがあります。この猫は、アメリカにいた時私のベッドで生まれたんです。この世に誕生するその瞬間を目の当たりにしました。その時に誓ったんです。どんなことがあってもこの世を去るまで私が守ると。非常に貴重な体験でした。最近の悲しい経験も実は私にとっては貴重な体験だったのではないかとふと思いました。命が天に召される瞬間に居合わすことだできたのだから。まだ、今も涙が出てきます。（でもドライアイは治らない。。。笑）いつか、悲しみから抜けられる日がくるのか、でも悲しまなくなったらすべて忘れてしまうのではないか、不安があります。でも悲しい時は泣いてもいいんだと言ってもらって納得しました。またつらくなったら電話します。
2463
これにコメント
Re:お久しぶりでした。
自然堂
2010/04/13 21:32
とこもさん

先日は久しぶりに足を運んで下さって、ありがとうございました。
泣きたい時は存分に泣いてください。
泣いて、泣いて、何度も泣いて、
泣いた分だけその体験が肥やしになって、
少しずつ蓄積し、
貴重な体験となっていくでしょう。
2454
これにコメント
ご無沙汰しております
小雪
2010/03/20 02:22
真人先生お変わりございませんか？
気付けばまた、桜の前にお邪魔してしまいました。

ふらりと来て唐突で恐縮なのですが、
浪人時代から後生大事に持っていました【不安発作】、
晴れて雲散霧消いたしました。
確か・・・先生が踊る紫色の文字を夜ご覧になった『腰事件（腰痛の神秘）』の頃、私も天使に出会い大きく人生が変わったように記憶しているのですが、
その後色々な偶然に導かれ、これまた唐突ですが（長いので端折ります）
自分がアウシュビッツにいたのではないか・・・、
そう思う処へ辿りつきました。
それからなんです、不安発作全く起こらなくなりました。


オリヴァー・サックスご自身の言葉ではないかも知れませんが、「魂の力は薬よりも強い」・・・このことを深く感じざるを得ませんでした。
19年間持っていたことにも何か意味があったのでしょう。
今となっては意味も何もなくてよし、という思いですが・・・


相変わらず疑問が浮かび、そこに経験を擦り合わせていく・・その繰り返しです。
学んだと同時にそれを解放する方法はないあかな？なんて考えています。
オリヴァーの臨床ケースを読んでも思うことですが、人それぞれ見ている現実って違うのでしょうかね。
ホントに神秘的で美しい世界です。

知人が国立にお引越ししまして、急に真人先生を思い出し・・・急用でもないお話でとりとめなくすみませんでした。
機が熟しましたら予約入れさせて下さいませ。
御身お大事にしてください。
2455
これにコメント
Re:ご無沙汰しております
自然堂
2010/03/21 21:45
おお、小雪さん。お久しぶりです！　何年ぶりでしょうか。
どうしているかと、時々思っていました。

僕もこの間に５０の大台に乗ってしまっていますよ。
もっとも、外見も中身もあの頃とあまり変わらず、進歩なしですが・・・

19年間連れ添った【不安発作】がなくなったとのこと。
すごいことですね。
僕がセラピストとして関わったわけでも何でもないのに、勝手ながらなんだか感無量です。
小雪さんの人生にとって、【不安発作】はさぞかし大きな大きな役割を果たし、その巨大な役割を、今ついに果たす必要がなくなったのですよね。今となってはもうその意味もどうでもいいわけなんだけど、それでもただ、本当にご苦労さまでしたと、【不安発作】に僕は伝えてほしい。

それにしてもアウシュビッツとは、（人類全体にとって）何だったのか？

国立の桜は、昨日今日の暑さで、急速に開花に向かっているようです。昼休みに僕が見た時は、まだちょっとって感じでしたが、午後いらした方々の話では、２時ごろには蕾がほのみえてきて、３時には咲き始めている枝もあったそうです！　何だか信じられないスピードですが、今週の半ばには見ごろになるかもしれませんね。
2456
これにコメント
Re:ご無沙汰しております
小雪
2010/03/23 00:33
心温まるご返信痛み入りました。
分析の間、何かと夢に登場して下さった真人先生の存在は大きなものでした。
不安発作側からしても、「こいつはなかなか気付かんな」そんな具合だったかも知れませんね！？
そう考えますと、こちらが必要としていると同時に、【症状】というものも何か媒体を必要としていたのかも・・・とも感じます。それはまるで人間と神との関係のようです。
ようやく死というものが接続され、何か循環し始めた最近です。遅ればせながら心より御礼申し上げます。

今朝ほどこちらを覗き、アウシュビッツ・ビルケナウについて考え込んでしまいました。
歩きながら考えてみようと、コルベ神父の本をリュックに入れ、墓参客溢れる霊園の中をぐるぐる１０kmも散策してきてしまいました(笑)ちょっと骨が痛いです。

キリスト教の影の部分、地球の意思、ヒトラーが聖遺物を持っていた話・・・色々なことが浮かんでは消えましたが、善と悪はやはり分からないなぁ、といった気持ちです。

ヒトラーにしろ他のホロコーストにしろ、良かれと思い確信を持ってやっていたことと思います。
彼らには彼らの理想郷があり、守るべきものがあったのでしょう。
霊園内でお香が漂う中、道端に捨てられた花や、道いっぱいに広がって歩く人々、我先にバスに駆け込む人を見ていましたら、「自分の信じるものが現実、しかもそれもエゴ」その辺で止まってしまいました。

しかしエゴなくして人は人足り得るのでしょうか・・・（お彼岸に墓穴を掘るなんて）

明日からはちょっと雨が近付くとのことです。桜、週末にはもっとスピードアップしそうですね！（国立某所だけ時間が速いとの噂）

追伸：先日、真っ暗な空に大きな目がひとつ浮かんでいる夢を見ました。
まばたきすると大粒の涙が落ち、地上の物も人も消えていってしまいました。
「天の意思」もありかな、とも感じます。







2458
これにコメント
Re:ご無沙汰しております
自然堂
2010/03/31 09:31
こちらが【症状】を必要としているだけでなく、【症状】もこちらを必要としていたというところに、1週間考え込んでしまいました。
そのあいだ、桜たちは思いがけない厳寒にさらされ、咲きかけのまま冷蔵された末、昨日ようやくほぼ満開となりました。

【症状】の神は、小雪さんを媒体にして、19年間かけて一体どんな願いを達成したのだろうか。
地球の意思・・・
天の意思・・・

現代のすべての人々の見果てぬ夢の、その最尖端に、依然としてナチズムの理想郷が聳え立つのを、
僕は戦慄しつづけてきた。その一員として自分は果たして何をのりこえうるのか。
あはっ！　ごめんなさい。まるで10代の頃から進歩なしでした。
2450
これにコメント
「高校無償化」措置を朝鮮学校に適用することを求める大学教員の要請書
詩音
2010/03/15 00:38
45歳 10回以上 
標記の件、今日が〆切だけど津田センセにお知らせする術がないもので、取り急ぎここにリンク貼っちゃいます。
　(先頭h抜き)ttp://d.hatena.ne.jp/mskunv/
確かセンセには賛同資格がおありだったかと。
2451
これにコメント
Re:「高校無償化」措置を朝鮮学校に適用することを求める大学教員の要請書
自然堂
2010/03/15 09:32
ありがとうございます。僕自身は、ささやかながら、街頭での署名に木曜だったかに応じていますよ。
2446
これにコメント
足、痛く、少し腫れる
鉛
2010/02/09 00:56
女性 41歳 東京近県 なし 
８日（月）、夕方から左足が痛みだし、ひょこひょこ歩くようになってしまいました。原因不明。ぶつけてないし、ひねってない。ふつうに会社でデスクワーク。帰りは足を地に着くのも辛く、自宅最寄駅からはいつものバスではなくタクシーを使ってしまいました。帰宅して見てみたら足裏と甲がふっくら。足指全体に若干しびれ。青竹も踏んだらいいのかな、なんて帰宅途中に思っていたのですが、自宅のトイレでスリッパのヘリを踏んでしまっただけで身体をかがめてまうほど痛く、青竹なんぞ踏めやしません。とりあえず、冷シップをしてみました。明日（９日・火曜日）の朝、どうなってるかな。このままラッシュの電車はキツイなあ。。。そのくせ予約の土曜日にはケロッとしてたりして？う～ん・・・。
2449
これにコメント
Re:足、痛く、少し腫れる
自然堂
2010/02/10 22:29
鉛さん
レスが遅くなってしまって、２日たってしまいましたが、その後どうでしょうか？
とりあえず冷シップでいいと思いますが、どんな具合でしょう？　
予約日にお待ちしています。

2445
これにコメント
When we cry....
詩音
2010/02/08 18:09
45歳 10回以上 
以前のセッションで津田先生にお見せした写真ですが、やはりフルカラーで見て頂きたく思い、リンクを貼らせて頂きます。
もしBBSに貼っておくのが不適切でしたら、お手数ですが削除くださいませ。

※注意※下記リンクには「悲しみ」他の感情を激しく煽る写真が表示されています。御覧になる際にはご注意ください。
(先頭「h」略)ttp://illcomm.exblog.jp/10541378/
2448
これにコメント
Re:When we cry....
自然堂
2010/02/10 22:27
詩音さん
了解です。BBSに貼っておくのは少しも構いません。
また見てみますね。
2443
これにコメント
お年賀ありがとうございました。
たかし
2010/01/13 11:00
男性 37歳 その他の地域 ２～５回 
お久しぶりです。長野のたかしです。
もう何年も通っていないのに、
毎年お年賀を下さって、しかも直筆で一言添えてあって、
いつも嬉しく受け取っています。

最近、ゲシュタルトセラピーやハコミをじっくりと受けたり学んだりしてみたいと言う気持ちが強くなってきています。

自分なりに、人が楽になることをファシリテートできるようになりたい、と思い続けてきていますが、
ありのままの自分を受け入れ、愛する、というところへまたかえってきている感じです。

機会を見つけて、また津田さんにもお会いしたいなあ、と思っています。

どうかお元気に冬を楽しんでくださいね。
2444
これにコメント
Re:お年賀ありがとうございました。
自然堂
2010/01/13 21:58
やあ、たかしさん。
毎年失礼しています。いま直接にはいらしていない方への年賀状には、何か一言添えさせてもらってます。
元気にやってますか？
ありのままの自分、いつも大切にしてください。
またお会いする時があるのを楽しみにしています。
2441
これにコメント
今日のセッションの帰り道
詩音
2010/01/10 18:53
45歳 10回以上 
カラオケＢＯＸに寄って、スーザン・ボイルの「夢破れて」を存分に歌ってきました♪
↓は、例の全世界を震撼させた(笑)動画の日本語字幕付きURLです（先頭「h」略）。
　ttp://www.youtube.com/watch?v=1t8m7CkpIK0

以下、メインディッシュにマリアージュさせた付け合せ。

----
　誰がこのような歌を予期しただろう。人々は歌の声に押しひしがれたように、しばらくじっと立っていた。歌い終った時、彼女の声は何年も前から、今日の瞬間をはっきり知っていたかのような、不動な確信に貫かれていた。
（リルケ「マルテの手記」大山定一訳）
2442
これにコメント
Re:今日のセッションの帰り道
自然堂
2010/01/11 20:00
おお、存分に歌えてよかったね～♪
動画の日本語字幕付きURL、早速訪れてみます！

2440
これにコメント
年末年始の営業のお知らせ
自然堂
2009/12/28 22:59
今日28日にて、本年の営業は終了いたしました。1年間のご愛顧ありがとうございました。

明日29日（火）より冬休みとなり、新年は1月4日（月）より開始となります。

皆さん、どうぞよい年をお迎えください。
2435
これにコメント
気が付けば１１月
鉛
2009/11/18 23:52
女性 40歳 東京近県 10回以上 
お久しぶりです。鉛です。前回の書き込みは元旦でした。さて、身体が痛いです。特に左肩から肩甲骨にかけて。腰のあたりも。マッサージは２、３回くらい行ってみましたが一時的にはいいものの、やっぱりダメです。ここ数日は痛くて身体をよじったりしてます。予約を入れますので、またよろしくお願いします。
2436
これにコメント
Re:気が付けば１１月
自然堂
2009/11/20 18:47
鉛さん、お久しぶりです。時が経つのは本当に早いですね。

どうぞ予約してください。ご連絡をお待ちしています。11月はもう一杯なので、12月はじめあたりにでもご予約ください。お早目にどうぞ。
2439
これにコメント
Re:気が付けば１１月
自然堂
2009/12/08 10:56
鉛さん

お葉書ありがとうございました。
さだめし、今年はいろいろと大変だったのではないでしょうか。
折をみて、近いうちにご予約ください。


	2433
	これにコメント
	昨日は
	ちのぴー
	Mailを出す
	
	2009/11/09 21:18

	
	
	女性 23歳 多摩地区 １回 

	
	どうもありがとうございました。
初めての自然堂、とてもリラックスでき、ほっと息のつける心地よい時間でした♪まるでぽっと光が差したかのようでした。
「心地いいもの探し」昨日より楽しく実施中です！まだまだ体がかゆくなったりはしますが、不思議と肩の力が抜けていて、楽しいこと続きでいい調子です。
あせらずゆっくりと・・・ですね☆
次回は体の声も聞きたいなぁ。
またお会いできるのを楽しみにしております。


	2434
	これにコメント
	Re:昨日は
	自然堂
	
	
	2009/11/11 09:28

	
	
	

	
	ちのぴーさん

先日はお越しくださり、ありがとうございました。
また早速の書き込み、ありがとうございます。

「心地いいもの探し」・・・是非楽しく続けてください。
そう、あせらずゆっくりと・・・です！☆
1日1個でいいから、その１個をめいっぱい味わってくださいね。


	2427
	これにコメント
	【朝日新聞】障害者自立支援法「廃止する」　長妻厚労相が明言
	詩音
	
	
	2009/09/20 11:07

	
	
	10回以上 

	
	これって、喜んでいいニュースなんですよね？
　ttp://www.asahi.com/seikenkotai2009/TKY200909190234.html


	2428
	これにコメント
	Re:【朝日新聞】障害者自立支援法「廃止する」　長妻厚労相が明言
	自然堂
	
	
	2009/09/21 09:30

	
	
	

	
	そうなんです。とりあえずはね。
選挙前から民主党は堂々と公約していたし、連立合意にも明言されていたので、これ自体は驚きもないんですが、問題はこのあと、かわりにどういうものが出てくるかなんですね～ 


ホームへ戻る　　　　過去ログ一覧へ戻る
